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第１章 伊丹市スポーツ施設ストック適正化計画基本方針の概要 

１－１ はじめに 

    本市においては、市民がいつでも、どこでも気軽にスポーツに親しむことができる

よう「生涯スポーツ社会の実現」を目指し、様々なスポーツ施策を展開してきました。 

本市のスポーツ施設の核となる伊丹スポーツセンターは築 50 年以上となってお

り、市のスポーツ施設の多くで老朽化が進んでいることや、スポーツに対する市民ニ

ーズも変化しており、ウォーキングやラジオ体操などができる身近なスポーツ施設

からスポーツ競技大会が開催できるような大規模なスポーツ施設の整備まで、スポ

ーツ施設に求められる要望は多様化しており、その対応が求められています。 

一方で、人口減少や少子高齢化などは今後も続いていくと考えられることから、今

後の伊丹市の人口規模や財政状況に見合ったスポーツ施設のあり方を考えていかな

くてはなりません。 

こうしたことから、持続可能な地域スポーツ環境の確保と充実を図るため、既存施

設の有効活用や施設の集約・複合化等、本市のスポーツ施設全体の適正化（ストック・

マネジメント）に関する基本方針を策定します。 

１－２ 目的 

    本方針は、これまでの施設整備の課題や、審議会における意見を踏まえながら、市

民が気軽に運動やスポーツに親しむことができるスポーツ施設の「量」と「質」のそ

れぞれの確保・充実が図れるよう、スポーツ施設の適正化を目指すことで、市民が生

涯にわたってスポーツに親しめる環境を確保していくことを目的としています。 

１－３ 位置づけ 

本方針は、伊丹市第６次総合計画の方向性や、国の第３期スポーツ基本計画、伊

丹市スポーツ推進計画（中間見直し版）の基本理念を踏まえたものであり、施設整

備の基本方針策定にあたっては、スポーツ庁が示すスポ―ツ施設のストック適正化

ガイドラインを参考にし、市の公共施設再配置基本計画にも準拠したものとしま

す。 
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第２章 スポーツ施設の現状と課題 

２－１ スポーツ施設の現状 

  本市におけるスポーツ施設の現状について、人口の推移、主なスポーツ施設等の設置状

況、利用者数の推移、施設管理に要するコスト、市民ニーズ等を分析しています。  

この観点から、本市のスポーツ施設の現状を包括的に把握し、課題や改善点を明らかに

していきます。 

（１）人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

本市の人口推計を見ると、短期的には大幅な人口減少はみられないものの、長期的には、

2020年(令和 2年)をピークに減少し、2050年(令和 32年)には 17.5万人になると見込まれ

ています。 

また、年齢構成別の人口割合の推移をみると、年少人口割合と生産年齢人口割合がとも

に減少する中で、高齢者人口割合は増加すると予想されています。 

 このような人口構成の変化や、それに伴う税収の減少が将来的に予測されることから、

多種多様化する市民ニーズに対応するために、適正なスポーツ施設の総量や配置等を検

討していく必要があります。 
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（２）主な公共スポーツ施設、学校、民間施設の分布等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「伊丹市体育施設条例」に規定している市内のスポーツ施設（以下、「公共スポーツ施設」

という。）、学校、民間施設の分布等を示しており、様々な施設でスポーツに親しめる環境が

あります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公共スポーツ施設は、総じて築後 40年以上が経過し、中でも伊丹スポーツセンターは築

後 50年以上が経過するなど、いずれの施設も老朽化が進んでいることから、長期的な視点

にたった施設の修繕や改修が必要であり、それに伴う整備費用等の確保が必要です。 

NO. 体育施設条例に規定しているスポーツ施設 建築年度/築年数※ 種類・機能

1 伊丹スポーツセンター 1972年/52年 体育館

2 伊丹スポーツセンター 1972年/52年 クラブハウス

3 伊丹スポーツセンター 1972年/52年 室内プール

4 伊丹スポーツセンター 1972年/52年 陸上競技場

5 伊丹スポーツセンター 1971年/53年 野球場

6 伊丹スポーツセンター 1972年/52年 テニスコート

7 緑ヶ丘体育館 1982年/42年 体育館

8 緑ヶ丘体育館 1982年/42年 武道館

9 緑ヶ丘体育館 1965年/59年 屋外プール

10 稲野公園運動施設 1984年/40年 クラブハウス・グラウンド・自転車

11 ローラスケート場 1982年/42年 クラブハウス・スケートリンク

12 荒牧運動広場 1981年/43年 テニスコート・バスケットコート

13 猪名川第1・第2運動広場 1976年/48年 グラウンド

14 猪名川第3・第4運動広場 1995年/29年 グラウンド

15 市立野球場 1966年/58年 グラウンド

16 古池運動広場 1981年/43年 グラウンド

17 神津第1・2運動広場 1981年/43年 グラウンド

18 堀池運動広場 1979年/45年 グラウンド

19 猪名川テニスコート 1981年/43年 テニスコート

20 市立相撲場 1982年/42年 相撲場

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 1978年/46年 ランニングコース

22 昆陽池トリムランニングコース 1978年/46年 ランニングコース

※荒牧運動広場以下は開設年/築年数で記載
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（３）主な公共スポーツ施設の利用者数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  主な公共スポーツ施設の利用者数は、直近 10年で見ると、コロナ禍の影響もあり、一

時的に減少しましたが、全体的には微減又は横ばい傾向にあります。 

多くの市民に多様なスポーツ活動で利用されており、中でも伊丹スポーツセンター、猪

名川運動広場、緑ヶ丘体育館・武道館等については、利用者数の多さから、公共スポーツ

施設の中核的な役割を担っています。一方で、コロナ禍以前の水準に回復していない施設

もあります。 
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（４）主な公共スポーツ施設の収支状況 

◇伊丹スポーツセンターの収支状況 

＜指定管理施設の収支状況＞            指定管理施設管理運営状況報告書より引用 

 

 

  ＜管理運営に係る実質経費(市の負担)＞ 

 

※市の収入は目的外使用料及び徴収金。 

伊丹スポーツセンターにおける管理運営は、非公募の指定管理者が行っており、利用

料金制を採用しています。 

令和４年度は市への納付金が発生する予定でしたが、収支が悪化したことから、納付

金を減額しました。さらに、令和５年度は、市の指定管理委託料が発生しており、令和

６年度以降も実質経費は増加傾向にあります。 

 

  

＜伊丹スポーツセンター体育館＞ 
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◇緑ヶ丘体育館の収支状況 

  

＜指定管理施設の収支状況＞            指定管理施設管理運営状況報告書より引用 

 

 

  ＜管理運営に係る実質経費(市の負担)＞ 

 

※市の収入は目的外使用料及び徴収金。 

緑ヶ丘体育館における管理運営は、公募の指定管理者が行っており、利用料金制を採

用しています。 

指定管理者が複数のスポーツ施設（緑ヶ丘体育館、緑ヶ丘武道館、緑ケ丘プール、市

立野球場、猪名川運動広場、古池運動広場）を一括して管理しており、年間約 4,500万

円の指定管理委託料が発生しています。 

  

＜緑ヶ丘体育館＞ 
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◇稲野公園運動施設の収支状況 

 

＜指定管理施設の収支状況＞            指定管理施設管理運営状況報告書より引用 

 

 

＜管理運営に係る実質経費(市の負担)＞ 

 

 

 稲野公園運動施設における管理運営は、非公募の指定管理者が行っており、利用料金制を

採用していない施設となっています。 

使用料収入は市の収入として約 500 万円となっており、指定管理委託料は約 1,500 万円

となっています。市の収入と指定管理委託料等を差し引きした実質経費については、年間約

1,000万円となっています。 

  

＜稲野公園運動施設＞ 
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◇ローラースケート場の収支状況 

 

＜指定管理施設の収支状況＞            指定管理施設管理運営状況報告書より引用 

 

 

＜管理運営に係る実質経費(市の負担)＞ 

 

 

ローラースケート場における管理運営は、公募の指定管理者が行っており、利用料金制を

採用しています。 

利用者数の減少等により収入は減少傾向にあり、支出面は運営経費が増加傾向にありま

す。また、指定管理委託料については、年間約 350万円となっています。 

  

＜ローラースケート場＞ 
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（５）市民アンケート等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本市が令和 5年 12月に実施した「スポーツのニーズに関するアンケート調査」において、

「今後行ってみたい、またはやり続けたい新しいスポーツを全て選んでください。」の問い

については、スポーツクライミング、スケートボード、３ⅹ３バスケットボールの順に多い

結果となりました。 

また、「どのような施設について、整備・充実が必要だと思いますか。」の問いについては、

複数種目のスポーツが実施できる屋外施設（陸上競技場、野球場、サッカー場等）や、体育

館などの施設の整備・充実が上位となりました。 
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２－２ スポーツ施設の課題 

  スポーツ施策の推進は、「誰でも気軽に」取り組める生涯スポーツと、「競技力向上」を

目的とした競技スポーツの両輪を推し進めていく必要があり、それぞれで施設に求めら

れるものも異なることから、大きく次のような課題があげられます。 

 

① 社会状況や市民ニーズの変化、公共スポーツ施設以外のスポーツ資源の活用可能

性等を考慮する必要があります。 

② 高齢化や競技形態の変化など、スポーツ施設に求められる要望も多種多様になっ

ています。 

 ③ 公共スポーツ施設の多くは老朽化しており、安全性を確保するため、中長期的な視

点に立った施設整備が求められています。 

 ④ 限られた財源の中で多様なニーズに対応するため、施設整備の方針や計画の策定、

民間資金の活用検討等を計画的に進めることが必要です。 

  

こうしたことから、持続可能な地域スポーツ環境の確保・充実を図るためには、スポー

ツ施設における「量」的充実、「質」的充実のそれぞれが図られるよう、「施設の有効活用」

や施設の安全確保に向けた「施設の整備方針」を検討し、公共スポーツ施設だけではなく、

民間施設やスポーツ施設以外の施設も含め、様々なスポーツ資源を活用することも考え

併せながら、生涯スポーツ社会の実現に向け、市民が身近に感じられるスポーツの場を確

保していく必要があります。 

 

 

  

＜伊丹スポーツセンター野球場＞ ＜緑ヶ丘体育館＞ 
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第３章 スポーツ施設ストック適正化計画基本方針 

３－１ スポーツ施設ストック適正化計画基本方針 

１．公共施設等の有効活用や民間施設との連携を行います。         

➢ 地域で身近にスポーツができる学校体育施設の活用を充実します。 

➢ グラウンドや体育館については、多くの地域住民が利用できるよう柔軟な活用を

検討します。 

➢ 民間スポーツ施設との役割分担や連携の可能性を模索し、民間スポーツ施設の活

用を検討します。 

➢ 公共施設のフリースペースや空きスペースの活用を検討します。 

 

 

 ２．将来世代等の市民ニーズを踏まえた施設整備等を行います。       

➢ 目的を特化した施設は維持管理などに課題があることから、多様な市民ニーズに

対応するため、複数機能を有する施設整備を検討します。 

➢ スケートボードや３ⅹ３バスケットボールなど、子どもや若者のニーズが高い新

たに普及してきたスポーツの施設整備を検討します。 

➢ スポーツ施設以外の場所をスポーツ施設へと活用している事例もあることから、

様々な場所でスポーツができる環境の整備を検討します。 

➢ 整備にあたっては、更なるユニバーサルデザインの導入を検討します。 

 

 

３．長寿命化等を見据えた安全な施設整備を行います。           

➢ 公共スポーツ施設の多くが老朽化しており、安全性の確保が課題となっているこ

とから、中長期的な視点に立った施設整備を検討します。 

➢ 利用者の安全確保を最優先に考え、施設ごとの長寿命化（予防保全）、機能改修（事

後保全）などを検討します。 

➢ 既存施設の機能保持には、財源が限られているため、多くの施設に分散投資するの

か、拠点施設に集中投資するのかを慎重に検討し、計画的な施設整備を行います。 
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４．計画的な整備のための財源確保を行います。              

➢ 施設改修の優先度を短期・中期・長期に区別し、ニーズが変化・縮小したものにつ

いては、効率的な施設配置となるよう機能移転や統合等を検討していきます。 

➢ 投資する施設では、広告収入等新たな財源の確保ができないか検討を進めます。 

➢ 利用料金について、施設整備の状況や、民間提供の市場性等を考慮し、受益者負担

の適正化について検討します。 

➢ PFI 等の民間資金の活用について、適正性や妥当性の有無など十分な検討を進め

ていきます。 
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第４章 施設の有効活用方法等について（量的充実） 

   スポーツ環境の「量」的充実に向けて、多様化するスポーツニーズへの対応や、誰も

が気軽に利用できる施設の充実等が必要です。 

これまでも、本市のスポーツ施策を推進するにあたり、学校体育施設や民間スポーツ

施設、既存の公共施設やオープンスペースを活用してきました。 

一方で、社会環境やスポーツニーズも変化していることから、現状のサービス水準を

維持しつつ、市民が身近に感じられる新たなスポーツニーズに対応していくためには、

大規模な施設を整備するのではなく、更なる既存施設の有効活用等を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和 5 年度オープンスペースの活用等による誰もがアクセスできる場づくり促進事業 成果報告書 
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４－１ 学校体育施設の活用について 

【現 状】 

   学校体育施設の活用については、これまでも「学校施設開放事業」として実施してき

ており、学校施設開放事業の一環で、小学校ではグラウンドや体育館など多様な種目の

実施に活用しています。 

   中学校では部活動が行われているため、体育館・武道館のみが利用可能となっていま

すが、部活動の地域移行により、複数校による実施や多世代による利用等により活用で

きる施設のあり方が変わることが予想されます。 

   また、小中学校の体育館には熱中症対策や避難所としての防災機能の強化を図る観

点から、体育館空調が設置される予定になっており、施設の利用環境についても変化し

ています。 

  （学校施設開放） 

 

（部活動の地域移行） 

 

 【課題（現状の課題、環境の変化等）】 

・部活動の地域移行に伴い、複数校での実施や、多世代でのスポーツ活動になること等

から、中学校施設の活用の可能性が高まることが想定される。 

  ・施設環境の変化に伴い、現行のルールでは対応できなくなることが想定される。 

 

 【基本方針】 

学校施設開放事業の制度を見直します。  
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４－２ 民間スポーツ施設の公共的活用について 

【現 状】 

   本市においては、スポーツ実施率の向上やスポーツを実施する環境の提供、多世代交

流機会の提供等のスポーツ施策の推進に資する活用（以下、「公共的活用」という。）を

行っている民間スポーツ施設（福利厚生目的・営利目的施設）があります。 

   民間スポーツ施設のうち、各企業の福利厚生目的施設は、一般市民の利用は原則不可

となっていますが、住友総合グランドでは、市・教育委員会が主催する各種スポーツ大

会や教室などに限って利用しています。 

   営利目的施設のうち、スイミング施設では、令和６年度より教育委員会主催の「夏季

自由プール事業」で連携事業を行っています。 

 

 

【課題（現状の課題、環境の変化等）】 

 ・利用にあたっては、その特徴（設置目的）に違いがあることを踏まえる必要がある。 

 

【基本方針】 

民間スポーツ施設とニーズがマッチする部分について、新たな施設の公共的活用を検討

します。  
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４－３ 既存施設やオープンスペース等の活用について 

【現 状】 

   既存施設の活用については、市が保有するスポーツ施設以外の施設利用や、スポー

ツ施設敷地内の空きスペースの活用等を行っています。 

   また、公園施設におけるランニングコースの設置や、三軒寺前広場でのスポーツイ

ベントの開催など、積極的にオープンスペース等を活用しています。 

 

 

【課題（現状の課題、環境の変化等）】 

  ・オリンピックの正式種目に追加されたスケートボードや、若者に人気の３ⅹ３バスケ

ットボール等については、大規模な施設整備ではなく、既存施設等を効率的に活用で

きるものが多い。 

   

【基本方針】 

スケートボードや３ⅹ３バスケットボールなど子どもや若者のニーズが高いスポーツ

の環境整備について、既存施設の敷地内やオープンスペースの活用を検討します。 

既存施設やオープンスペースの更なる活用については、新たなアイディアや知恵と工

夫が重要であることから、実施までの検討プロセスや空間を活用した取り組み事例等を

参考に、新たなスペースを活用できる仕組み作りや情報提供を行います。 
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第５章 スポーツ施設の整備について（質的充実） 

  

   スポーツ施設の「質」的充実に向けて、既存のスポーツ施設については、スポーツ施

設の老朽化に伴う安全性の確保、限られた財源の中で多様なニーズに対応することや

民間資金活用の検討等、中長期的な視点に立った施設整備等が求められます。 

   これまで、本市では平成２８年２月に「伊丹市公共施設再配置基本計画」を策定し、

施設毎に整備検討・実施の優先順位を短期・中期・長期として示すとともに、整備方針

を定めて、それらに基づき施設整備を推進してきました。 

一方で、伊丹市公共施設等総合管理計画（平成２７年３月（令和５年２月改訂））に

おいては、屋外運動施設等に関する整備費用が含まれていないこと等から、屋外施設も

含めた各施設の種類・機能ごとに安全性や機能性等の情報を把握し、計画的な施設整備

を進めていく必要があります。 

こうしたことから、伊丹市公共施設再配置基本計画の方針を踏まえつつ、スポーツ庁

が示す「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」を参考に、公共スポーツ施設を

対象とし、各施設の種類・機能ごとに現況や環境を評価したうえで、基本方針を定め施

設整備に取り組んでいきます。 

 

 

 

参考：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」について 

  

地方公共団体が、安全なスポーツ施設を持続的に提

供し、国民が身近にスポーツに親しむことのできる環

境を整備できるよう考え方を示した「スポーツ施設の

ストック適正化ガイドライン」を平成３０年３月（平成

３１年４月に一部改訂）にスポーツ庁が策定しました。 

ガイドラインでは、既存のスポーツ施設の性能を個

別に把握し評価を行うほか、地域のスポーツ環境につ

いて方針を立て、それに基づいて既存のスポーツ施設

の評価の見直しや代替施設の活用等、総合的なスポー

ツ環境の確保方針を策定する内容となっています。 
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５－１ スポーツ施設のストック適正化ガイドライン等による評価 

 （１）施設の現況評価 

    スポーツ庁の「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」を参考に、個々のス

ポーツ施設について、安全・安心・快適な利用に必要となる施設の性能を把握するた

め、把握している基礎情報を収集・整理し、その情報に基づき、安全性・機能性・経

済性について評価しました。 

 

 

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成 31 年 4 月一部改訂）一部抜粋」 

   

＜伊丹スポーツセンター室内プール＞ ＜伊丹スポーツセンタークラブハウス＞ 
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（２）施設の現況評価結果 

 

安全性・機能性の評価を行った結果、「良」と判定された施設は２０施設であり、「荒

牧運動広場」と「市立相撲場」の２施設は、「劣」と判定されました。 

安全性・機能性の評価において「劣」と評価された、「荒牧運動広場」「市立相撲場」

のいずれの施設においても、原状の施設機能を回復するために費用がかかる可能性が

あり、無料の施設であること等から経済性の評価は「劣」と判定されました。 

その結果、現況評価については２０施設で「維持」となり、２施設で「改廃」となり

ました。また、施設の老朽度等を基に、検討・実施時期の優先順位をまとめました。  

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 良 短 ─ 維持

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス 良 短 ─ 維持

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール 良 短 ─ 維持

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 良 短 ─ 維持

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 良 短 ─ 維持

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート 良 短 ─ 維持

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館 良 中 ─ 維持

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館 良 中 ─ 維持

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール 良 中 ─ 維持

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

良 短 ─ 維持

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

良 短 ─ 維持

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
劣 短 劣 改廃

13 猪名川第1・第2 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

14 猪名川第3・第4 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

15 市立野球場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

16 古池運動広場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

17 神津第1・第2 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

18 堀池運動広場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

19 猪名川テニスコート 屋外
テニスコート
（クレーコート）

良 中 ─ 維持

20 市立相撲場 屋外 相撲場 劣 短 劣 改廃

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 良 中 ─ 維持

22 昆陽池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 良 中 ─ 維持

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外

(1)安全性・機能性

評価 優先度

現況評価
結果

(2)経済性

評価
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（３）耐震性の確認 

施設の方向性が「維持」又は「改善」となった施設（建築物）は、「耐震性」の確認

を行いました。 

収集した基本情報をもとに、旧耐震基準（昭和 56年（1981年）以前）で設計された

建物は耐震診断の実施が必要であるため、その実施の有無及び耐震診断結果を確認し

ました。また、耐震診断を実施している建築物のうち、「耐震改修が必要」と診断され、

耐震改修が完了している場合「耐震性に問題なし」としました。 

また、今回の判定においては、競技エリア及び施設職員が常駐している建築物の確認

を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

➢  耐震性の確認結果 

 

  確認した１１施設のうち、新耐震基準施設が５施設、旧耐震基準で耐震改修済施設が

１施設、旧耐震基準で耐震診断未確認施設が５施設となっています。  

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館
RC
3

1972 旧 済 済

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス
S
2

1972 旧 未 未

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール
RC
1

1972 旧 未 未

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場
RC
1

1972 旧 未 未

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場
RC
1

1971 旧 未 未

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート
CB
1

1972 旧 未 未

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館
RC
3

1982 新 ─ ─

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館
RC
3

1982 新 ─ ─

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール
RC
3

1965 新 ─ ─

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

S
1

1982 新 ─ ─

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

S
1

1982 新 ─ ─

耐震
診断

耐震
改修

(3)耐震性

構造
階数

設置年
耐震
基準

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外
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５―２ 施設整備の基本方針 

（１）施設の環境評価 

施設整備の基本方針については、スポーツ庁が示す「スポーツ施設のストック適正

化ガイドライン」を参考に、現況評価で分類された結果に、スポーツ施設の環境に関

する情報を収集・整理しスポーツ施設の環境を評価し、その結果をもとに施設ごとの

基本方針を決定します。 

スポーツ施設の環境評価については、現況評価で「維持」とされたものについては、

基本方針を「機能保持」とし、「改廃」とされたものについては、現況評価結果に施

設の利用状況（利用人数、稼働率、利用団体の状況）や代替性の有無、災害時の位置

づけ等である政策優先度項目を踏まえて、基本方針を「機能保持（建替再整備含む）」や

「総量コントロール」に分類しました。 

また、上記分類による基本方針の結果が「機能保持」であって、短期に検討が必要

な施設については、経済性や施設の設置目的、利用状況、代替性の有無、複数種目の

実施状況、災害時の位置づけ、伊丹市公共施設再配置基本計画の再配置方針等を踏ま

え、基本方針の結果が「機能保持」であっても「総量コントロール」となる可能性が

ある施設については、「総量コントロール」にも分類することとした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成 31 年 4 月一部改訂）一部抜粋」  
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（２）施設整備の基本方針 

 

 

施設整備の基本方針に基づき、「機能保持」となったものは、「長寿命化」や「機

能改修」を基本とし、整備を進めていきます。 

「総量コントロール」となったものは、個別施設のあり方を検討していきます。 

  また、「機能保持」「総量コントロール」の可能性が残るものについては、経営改

善策や個別施設のあり方を検討していきます。 

 

  

番号 施設名称 種類・機能 機能保持
（基本方針）

総量コントロール
（基本方針）

短期
R7～R10

中期
R11～R20

長期
R21～

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 〇 〇 〇 〇

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス 〇 〇 〇 〇 〇

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール 〇 〇 〇 〇 〇

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 〇 〇 〇 〇

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 〇 〇 〇 〇

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート 〇 〇 〇 〇

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館 〇 〇 〇

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館 〇 〇 〇

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール 〇 〇 〇

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

〇 〇 〇 〇

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

〇 〇 〇 〇

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
〇 〇

13 猪名川第1・第2 屋外 グラウンド 〇 〇

14 猪名川第3・第4 屋外 グラウンド 〇 〇

15 市立野球場 屋外 グラウンド 〇 〇

16 古池運動広場 屋外 グラウンド 〇 〇

17 神津第1・第2 屋外 グラウンド 〇 〇

18 堀池運動広場 屋外 グラウンド 〇 〇

19 猪名川テニスコート 屋外
テニスコート
（クレーコート）

〇 〇

20 市立相撲場 屋外 相撲場 〇 〇

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 〇 〇

22 昆陽池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 〇 〇
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第６章 スポーツ施設ストック適正化計画基本方針の着実な推進に向けて 

６－１ 基本方針の実施期間 

   基本方針の実施期間は、令和７年度（2025年度）から令和１４年度（2032年度）ま

での８年間とします。 

  

６－２ 基本方針の見直し 

基本方針については、社会環境やスポーツニーズの変化や、毎年度の定期点検に基づ

く施設の老朽度の進捗等を考慮し、中間年度である令和１０年度（2028 年度）に見直

しを実施します。 

 

６－３ 基本方針の推進に向けたスケジュール 

基本方針については、短期的に検討・実施が求められるものを優先して取り組んでい

きます。ただし、中期以降となっている施設であっても、施設の劣化状況や自然災害等

の影響を鑑み、優先的に取り組む場合もあります。 

 

 

項目 2025年度 (R7) 2026年度 (R8) 2027年度 (R9) 2028年度 (R10)

スポーツ施設
ストック適正化計画基本方針

４－１
学校体育施設の活用について

４－２
民間スポーツ施設の
公共的活用について

４－３
既存施設やオープンスペース等
の活用について

５－２
スポーツ施設の整備について

制度見直し検討 制度運用予定

新たな施設の活用検討

環境整備検討

順次、耐震診断・整備、施設整備

新たなスペースの活用検討

環境整備予定

基本方針推進

基本方針見直し

総量コントロール

個別計画（経営改善策、あり方検討）

施設整備検討

学校施設開放事業

新たな施設の検討

ニーズ等対応環境整備

スペース活用検討

体育館（スポーツセンター）

クラブハウス（スポーツセンター）

室内プール（スポーツセンター）

陸上競技場（スポーツセンター） 施設整備検討

施設整備検討野球場（スポーツセンター）

テニスコート（スポーツセンター） 施設整備検討

個別計画（経営改善策、あり方検討）

稲野公園運動施設 個別計画（経営改善策、あり方検討）

ローラースケート場 個別計画（経営改善策、あり方検討）

荒牧運動広場

市立相撲場 機能保持



 

 

 

 

 

 

 

－参 考－ 
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参考１：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」等による評価方法等 

１．施設の現況評価（１次評価） 

（１）基本情報の把握 

方向性を検討するにあたり、体育施設条例に規定しているスポーツ施設の安全性

や機能性等の確認をするための基本情報について整理を行いました。 

 

 

  

番号 体育施設条例に規定しているスポーツ施設 種類・機能

1 伊丹スポーツセンター 体育館

2 伊丹スポーツセンター クラブハウス

3 伊丹スポーツセンター 室内プール

4 伊丹スポーツセンター 陸上競技場

5 伊丹スポーツセンター 野球場

6 伊丹スポーツセンター テニスコート

7 緑ヶ丘体育館 体育館

8 緑ヶ丘体育館 武道館

9 緑ヶ丘体育館 屋外プール

10 稲野公園運動施設 クラブハウス・グラウンド・自転車

11 ローラスケート場 クラブハウス・スケートリンク

12 荒牧運動広場 テニスコート・バスケットコート

13 猪名川第1・第2運動広場 グラウンド

14 猪名川第3・第4運動広場 グラウンド

15 市立野球場 グラウンド

16 古池運動広場 グラウンド

17 神津第1・2運動広場 グラウンド

18 堀池運動広場 グラウンド

19 猪名川テニスコート テニスコート

20 市立相撲場 相撲場

21 瑞ヶ池トリムランニングコース ランニングコース

22 昆陽池トリムランニングコース ランニングコース
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（２）施設の現況評価方法 

スポーツ庁が示す「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン」を参考に、個々

のスポーツ施設について、安全・安心な利用に必要となる施設の性能を把握するため、

把握している基礎情報を収集・整理し、その情報に基づき、安全性・機能性・経済性

について評価しました。 

耐震性については、施工年や耐震診断結果等を基に耐震性の有無について確認を

しました。 

基礎情報については、主に以下の項目となっています。 

   ①安全性・機能性 

    経過年数、躯体の劣化状況、法令適合性、安全対策 等 

   ②経済性 

    更新・修繕費、維持管理費、施設使用料収入 等 

    ③耐震性 

     適応する耐震基準、耐震診断、耐震改修 等 

また、経過年数、躯体の劣化状況等を踏まえ、個別施設検討・実施の優先順位付け

も併せて行いました。 

 

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成 31 年 4 月一部改訂）一部抜粋」 
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（３）施設の現況評価 

① 安全性・機能性の評価 

➢  安全性・機能性に関する状況把握のポイント 

     「安全性・機能性」の分析のための基礎情報を収集し、それぞれの項目について

劣化状況（健全度状況）や対策の実施状況等について整理を行いました。 

 

  

①安全性については、竣工年からの経過年数や躯体の劣化状況等により、劣化状況が利

用者等の安全に与える影響を把握しました。 

  ②機能性については、施設機能（性能）を維持するために必要となる空間性能、室内環

境性能等の劣化や運用に関連する問題等の状況を把握しました。 

  ③屋外スポーツ施設については、「公園施設長寿命化計画策定指針」（平成 24年（2012

年）４月国土交通省都市局公園緑地・景観課）に準じ、各施設の健全度に関する基礎

情報を把握しました。 

  ④法令への適合状況については、建築基準法、消防法等に係る法定点検結果から是正報

告の有無及び是正実施の有無を把握しました。 

  ⑤スポーツ施設の安全対策については、スポーツの場を安全な状態で提供していくた

め、スポーツ施設に係る対策事例等を参考としながら、必要となる安全対策の実施状

況を把握しました。 

 

➢ 安全性・機能性の評価 

 現地調査により把握した劣化状況等を基に、「基礎情報」において項目分類された

「安全性」「機能性」「屋外スポーツ施設の状況」ごとに「Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ」の４段階
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評価を行い、「劣化状況の調査結果」及び「項目ごとの評価」を基に、「良」「劣」の

評価を行いました。 

「法令への適合状況」「スポーツ施設の安全対策」については、その内容の確認を

行いました。 

 

 

 

また、安全性の評価における、経過年数、躯体の劣化状況等を踏まえ、個別施設検

討の優先順位付けを行い、短期・中期・長期に分類しました。 
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➢ 安全性・機能性の評価結果 

 
※１：機能性の評価については、競技エリア及び施設職員が常駐している建築物を評価対象としていることから、用途がトイレ・倉庫で

ある「猪名川第 3・第 4」、「市立野球場」、「古池運動広場」については安全性のみを評価対象としました。 

※２：優先度については、施設の改修年度からの年次、目視による老朽状況の確認等を基に、短期・中期に振り分けました。 

※３：法令適合性については、「建築基準法」「消防法」「電気事業法」に基づく定期点検結果を基に確認していることから、対象となって

いない施設については「―」としました。 

 

 

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 B B ─ 良 短 〇 〇

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス C B ─ 良 短 〇 〇

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール B C ─ 良 短 〇 〇

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 C B C 良 短 〇 〇

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 B B C 良 短 〇 〇

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート B B C 良 短 〇 〇

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館 B B ─ 良 中 〇 〇

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館 B B ─ 良 中 〇 〇

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール B B ─ 良 中 〇 〇

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

B C C 良 短 〇 〇

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

B B C 良 短 ─ 〇

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
─ ─ D 劣 短 ─ 〇

13 猪名川第1・第2 屋外 グラウンド ─ ─ B 良 中 ─ 〇

14 猪名川第3・第4 屋外 グラウンド B ─ B 良 中 ─ 〇

15 市立野球場 屋外 グラウンド B ─ B 良 中 ─ 〇

16 古池運動広場 屋外 グラウンド B ─ B 良 中 ─ 〇

17 神津第1・第2 屋外 グラウンド ─ ─ B 良 中 ─ 〇

18 堀池運動広場 屋外 グラウンド ─ ─ C 良 中 ─ 〇

19 猪名川テニスコート 屋外
テニスコート
（クレーコート）

─ ─ B 良 中 ─ 〇

20 市立相撲場 屋外 相撲場 B D B 劣 短 ─ 〇

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース ─ ─ B 良 中 ─ 〇

22 昆陽池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース ─ ─ B 良 中 ─ 〇

優先度

参考

安全
対策

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外

(1)安全性・機能性

屋外運
動施設

評価安全性 機能性
法令
適合性
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安全性・機能性の評価を行った結果、「良」と判定された施設は２０施設であり、「荒牧

運動広場」と「市立相撲場」の２施設は「劣」と判定されました。 

「劣」と判定された施設の主な評価内容は次の通りです。 

 

〇荒牧運動広場（中国自動車道荒牧交差点東側高架下） 

 荒牧運動広場については、昭和５６年に整備され、ネクスコ西日本から土地を借用し、

テニスコート及びバスケットコートとして運用してきましたが、高架道路の補強工事に

伴い、天井が１ｍ程度下がったことから、一般的なテニスコートとしての利用が難しくな

っているため「劣」となりました。 

 

 〇市立相撲場（猪名野神社境内） 

  令和７年度に予定されているあじさいセンターの解体に伴い、併設するシャワー施設

が廃止されることとなり、施設利用に制限がかかることから「劣」となりました。 

② 経済性の評価 

➢  経済性に関する状況把握のポイント 

  「経済性」の分析のための基礎情報として、コスト（更新・修繕費、運営維持管理費、

光熱水費・通信費）及び使用料等の収入に関する情報の収集・整理を行いました。 

 

 

➢  経済性の評価 

「安全性・機能性」の評価において「劣」と評価された施設について、「経済性」に

関する評価を行いました。 

「経済性」の評価については、「改善コスト（※）」「維持管理コスト」「利用料金収入」

等を総合的に評価し、施設の方向性について「改善」又は「改廃」に分類しました。 

  （※）改善コストについては、原状回復費用が必要なものについてのみ評価することとしました。 
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➢  経済性の評価結果 

   

 

安全性・機能性の評価において「劣」と評価された、「荒牧運動広場」「市立相撲場」

のいずれの施設においても、原状の施設機能を回復するために、費用がかかる可能性が

あること等から、施設整備コストを「要」としました。 

加えて、いずれの施設においても委託料・光熱水費等多額の管理運営コストは要して

いませんが、無料の施設であり収入はないことから、経済性の評価は「劣」と判定され

ました。 

③ 耐震性の確認 

➢  耐震性に関する状況把握のポイント 

施設の方向性が「維持」又は「改善」となった施設（建築物）は、「耐震性」の確認

を行いました。 

 

 

➢  耐震性の確認方法 

収集した基本情報をもとに、旧耐震基準（昭和 56年（1981年）以前）で設計された

建物は耐震診断の実施が必要であるため、その実施の有無及び耐震診断結果を確認し

ました。また、耐震診断を実施している建築物のうち、「耐震改修の必要性があり」と

診断され、耐震改修が完了している場合「耐震性に問題なし」としました。 

また、今回の判定においては、競技エリア及び施設職員が常駐している建築物の確認

を行いました。 

  

施設
整備

委託料
光熱水費

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
要 不要 なし 劣

20 市立相撲場 屋外 相撲場 要 要 なし 劣

(2)経済性

コスト
収入 評価

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外
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➢  耐震性の確認結果 

 

 

   確認した１１施設のうち、新耐震基準施設が５施設、旧耐震基準で耐震改修済施設

が１施設、旧耐震基準で耐震診断未確認施設が５施設となっています。 

 

  

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館
RC
3

1972 旧 済 済

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス
S
2

1972 旧 未 未

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール
RC
1

1972 旧 未 未

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場
RC
1

1972 旧 未 未

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場
RC
1

1971 旧 未 未

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート
CB
1

1972 旧 未 未

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館
RC
3

1982 新 ─ ─

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館
RC
3

1982 新 ─ ─

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール
RC
3

1965 新 ─ ─

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

S
1

1984 新 ─ ─

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

S
1

1982 新 ─ ─

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外 耐震

診断
耐震
改修

(3)耐震性

構造
階数

設置年
耐震
基準
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（４） 施設の現況評価結果 

 

現況評価については２０施設で「維持」となり、２施設で「改廃」となりました。 

また、施設の老朽度等を基に、検討・実施時期の優先順位をまとめました。 

 

 

  

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 良 短 ─ 維持

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス 良 短 ─ 維持

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール 良 短 ─ 維持

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 良 短 ─ 維持

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 良 短 ─ 維持

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート 良 短 ─ 維持

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館 良 中 ─ 維持

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館 良 中 ─ 維持

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール 良 中 ─ 維持

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

良 短 ─ 維持

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

良 短 ─ 維持

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
劣 短 劣 改廃

13 猪名川第1・第2 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

14 猪名川第3・第4 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

15 市立野球場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

16 古池運動広場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

17 神津第1・第2 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

18 堀池運動広場 屋外 グラウンド 良 中 ─ 維持

19 猪名川テニスコート 屋外
テニスコート
（クレーコート）

良 中 ─ 維持

20 市立相撲場 屋外 相撲場 劣 短 劣 改廃

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 良 中 ─ 維持

22 昆陽池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 良 中 ─ 維持

施設
番号

施設名称 種類・機能
屋内
　/屋外

(1)安全性・機能性

評価 優先度

現況評価
結果

(2)経済性

評価
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２．施設の環境評価（２次評価） 

（１）スポーツ施設整備の基本方針の検討 

施設整備の基本方針については、スポーツ庁の示す「スポーツ施設のストック適正

化ガイドライン」を参考に、現況評価で分類された結果により、スポーツ施設の環境

に関する情報を収集・整理しスポーツ施設の環境を評価し、その結果を基に施設ごと

の基本方針を決定します。 

  

    なお、基本方針「施設不足の解消」については、第４章「施設の有効活用方法

等」についての基本方針に基づき整理します。 

（２）施設の環境評価方法 

 

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成 31 年 4 月一部改訂）一部抜粋」 

施設の現況評価に、施設の利用状況（利用人数、稼働率、利用団体の状況）や代

替性の有無、災害時の位置づけ等である政策優先度項目を踏まえるとともに、伊丹

市公共施設再配置基本計画の再配置方針の考え方も踏まえて基本方針を決定しまし

た。  
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（３）施設の環境評価 

➢  政策優先度検討のポイント 

政策優先度については、「利用状況（利用人数・稼働率・利用団体の状況等）」「ニ

ーズ（利用者・利用団体等のニーズ・満足度等）」「競技種別（特殊性・希少性・代替

性）」「整備目的」「防災（地域防災計画上の位置づけ）」など様々な観点から総合的に

検討を行うこととしました。 

 

 

➢  政策優先度の評価結果 

 

現況評価で「改廃」とされた２施設について、政策優先度等の検討を行った結果、

「荒牧運動広場」については「低」となり、市立相撲場は「高」となりました。 

  

番号 施設名称 種類・機能
政策優先度

評価
機能保持
（基本方針）

総量コントロール
（基本方針）

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
低 〇

20 市立相撲場 屋外 相撲場 高 〇
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〇荒牧運動広場（中国自動車道荒牧交差点東側高架下） 

 荒牧運動広場については、現利用者が学校施設等の既存施設の活用により代替できる

施設があること、災害拠点等になっていないこと等を勘案し「低」となりました。 

 

 〇市立相撲場（猪名野神社境内） 

  市立相撲場については、相撲を通じてこどもたちの心身を鍛えることを目的としてい

ることや、利用者についても毎年の流動性が高いこと、代替可能性が低いこと等を勘案し

「高」となりました。 

 

➢  基本方針検討のポイント 

スポーツ施設の環境評価については、現況評価で「維持」とされたものについては、

基本方針を「機能保持」とし、「改廃」とされたものについては、現況評価結果に施

設の利用状況（利用人数、稼働率、利用団体の状況）や代替性の有無や災害時の位置

づけ等である政策優先度項目を踏まえて、基本方針を「機能保持（建替再整備）」や

「総量コントロール」に分類しました。 

また、上記分類による基本方針の結果が「機能保持」であって、短期に検討が必要

な施設については、経済性や施設の設置目的、利用状況、代替性の有無、複数種目の

実施状況、防災施設としての機能、伊丹市公共施設再配置基本計画の再配置方針等を

踏まえ、基本方針の結果が「機能保持」であっても「総量コントロール」となる可能

性がある施設については、「総量コントロール」にも分類することとしました。 

 

➢  基本方針の検討結果 

 

現況評価で「維持」とされ、短期的な検討が必要な８施設について、利用状況や代

番号 施設名称 種類・機能 機能保持
（基本方針）

総量コントロール
（基本方針）

短期
R7～R10

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 〇 〇

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス 〇 〇 〇

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール 〇 〇 〇

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 〇 〇

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 〇 〇

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート 〇 〇

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

〇 〇 〇

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

〇 〇 〇
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替性の有無、防災施設としての機能、伊丹市公共施設再配置基本計画の再配置方針等

について検討しました。 

その結果、「機能保持」「総量コントロール」いずれの可能性もある施設については、

「伊丹スポーツセンター（クラブハウス）」「伊丹スポーツセンター（室内プール）」

「稲野公園運動施設」「ローラースケート場」の４施設となりました。 

 

〇伊丹スポーツセンター（クラブハウス） 

 クラブハウスについては、利用者数が約 10,000人で推移しており、特に２階の稼働率

が 30％未満となっていること、１階利用者は多目的フロアとの代替利用が可能であり、

２階の主な利用用途はスポーツ団体の会議であることから、他施設での代替可能性が高

いこと等により可能性があるとなりました。 

 

〇伊丹スポーツセンター（室内プール） 

 室内プールについては、施設の老朽度が高く改修の優先度が高い施設であり、社会状況

に応じた改修機能の内容を検討する必要があること等により可能性があるとなりました。 

 

 〇稲野公園運動広場 

  伊丹市公共施設再配置基本計画においてあり方検討対象施設となっていることや利用

者は増加傾向であるが市内利用者が約 38％となっていること、地域と連携したイベント

等が開催されていること、維持管理コストの上昇が懸念されること等により可能性があ

るとなりました。 

 

 〇ローラースケート場 

  伊丹市公共施設再配置基本計画においてあり方検討対象施設となっていることや利用

者が減少傾向であり、市内利用者が約 27％となっていること、複数種目の利用ができな

いこと、利用者数の減少に伴い維持管理コストの上昇が懸念されること等により可能性

があるとなりました。 
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（４）施設整備の基本方針（環境評価結果） 

 

 

施設整備の基本方針に基づき、「機能保持」となったものは、「長寿命化」や「機能

改修」を基本とし、整備を進めていきます。 

「総量コントロール」となったものは、個別施設のあり方を検討していきます。 

 また、「機能保持」「総量コントロール」の可能性が残るものについては、経営改善

策や個別施設のあり方を検討していきます。 

 

 

 

 

番号 施設名称 種類・機能 機能保持
（基本方針）

総量コントロール
（基本方針）

短期
R7～R10

中期
R11～R20

長期
R21～

1 伊丹スポーツセンター 屋内 体育館 〇 〇 〇 〇

2 伊丹スポーツセンター 屋内 クラブハウス 〇 〇 〇 〇 〇

3 伊丹スポーツセンター 屋内 室内プール 〇 〇 〇 〇 〇

4 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

陸上競技場 〇 〇 〇 〇

5 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

野球場 〇 〇 〇 〇

6 伊丹スポーツセンター
屋内
　/屋外

テニスコート 〇 〇 〇 〇

7 緑ヶ丘体育館 屋内 体育館 〇 〇 〇

8 緑ヶ丘体育館 屋内 武道館 〇 〇 〇

9 緑ヶ丘体育館
屋内
　/屋外

屋外プール 〇 〇 〇

10 稲野公園運動施設
屋内
　/屋外

クラブハウス
グラウンド・自転車

〇 〇 〇 〇

11 ローラースケート場
屋内
　/屋外

クラブハウス
スケートリンク

〇 〇 〇 〇

12 荒牧運動広場 屋外
テニスコート

バスケットコート
〇 〇

13 猪名川第1・第2 屋外 グラウンド 〇 〇

14 猪名川第3・第4 屋外 グラウンド 〇 〇

15 市立野球場 屋外 グラウンド 〇 〇

16 古池運動広場 屋外 グラウンド 〇 〇

17 神津第1・第2 屋外 グラウンド 〇 〇

18 堀池運動広場 屋外 グラウンド 〇 〇

19 猪名川テニスコート 屋外
テニスコート
（クレーコート）

〇 〇

20 市立相撲場 屋外 相撲場 〇 〇

21 瑞ヶ池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 〇 〇

22 昆陽池トリムランニングコース 屋外 ランニングコース 〇 〇
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参考２：伊丹市スポーツ推進審議会について 

１．伊丹市スポーツ推進審議会の経過 

 

２．伊丹市スポーツ推進審議会委員 

 

（敬称略）     

年月日 審議会 内容

令和６年
（2024年）
６月２８日

第１回
伊丹市スポーツ推進審議会

１．諮問
２．スポーツ施設の現状と課題について
３．今後のスケジュールについて

令和６年
（2024年）
８月２８日

第２回
伊丹市スポーツ推進審議会

１．第１回審議会のふりかえりについて
２．施設の有効活用方法等について
３．スポーツ施設のストック適正化ガイドライン
　　について

令和６年
（2024年）
１０月２８日

第３回
伊丹市スポーツ推進審議会

１．第２回審議会のふりかえりについて
２．スポーツ施設のストック適正化ガイドラインに
　　基づく評価について

令和６年
（2024年）
１１月２０日

第４回
伊丹市スポーツ推進審議会

１．スポーツ施設の適正化（ストック・マネジメント）
　　に関する方針について（答申案）

令和６年
（2024年）
１１月２２日

答　申
伊丹市スポーツ推進審議会より
　スポーツ施設の適正化（ストック・マネジメント）
　に関する方針について（答申）

氏名 所属等

会長 冨山　浩三
　大阪体育大学スポーツ科学部
　スポーツ科学科　教授

副会長 光本　秀行 　伊丹市スポーツ協会　会長

稲葉　慎太郎 　天理大学体育学部体育学科　講師

増田　健一 　伊丹市中学校体育連盟　会長

吉野　真旨
　伊丹市障害者スポーツ協会
　副会長兼事務局長

河本　美智子 　伊丹市スポーツ推進委員会　副会長

安井　隆之 　伊丹市医師会　理事

北村　洋子 　伊丹レディーススポーツ連絡協議会　会長

行澤　睦雄 　伊丹市社会福祉協議会　会長

山本　圭 　伊丹商工会議所
　　（令和６年１０月２８日から就任）

黒瀨　尚人 　伊丹商工会議所
　　（令和６年１０月２７日をもって退任）
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